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研究成果の概要（和文）：　19世紀後半から現代にいたるまで、「南フランス」ならびに広く「地中海」という
場所が、世界文化の中心地の一つである近代都市パリとの文化的・社会的・政治的な意味における緊張関係の中
で豊かな文学・芸術作品を生み出してきたことを確認した。フランス文芸におけるモダニティ（近代）は、一枚
岩的な都市文化ではなく、むしろそれに対する抵抗、回避、相互作用などの多様な仕方で展開された複数形のモ
ダニティであることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　This research confirms that from the second half of the 19th century to 
present days, “Southern France” and "Mediterranean areas" have produced rich works of literature 
and works of art in a cultural, social and political tension with modern city Paris, which is one of
 the centers of world culture. Modernity in French literature and art does not mean a monolithic 
urban culture, but rather plural forms of modernity developed in various ways such as resistance, 
avoidance, and interaction.

研究分野：ヨーロッパ文学

キーワード： フランス文学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　現代フランス文学・芸術研究において、これまで「地方」や「地域」という視点から研究が行われたことは極
めて少なく、行われたとしても対象地域の独自性やローカル性を明らかにするものであった。モダン都市ないし
モダニティの首都と呼ばれるパリとの関係、さらには、植民地であったマグレブ諸国や近隣の地中海地域との関
係を視野に入れることで、南仏や地中海沿岸地域がもつ複数のポテンシャルとその創造的なダイナミズムを確認
することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 数年にわたってシュルレアリスム以降のフランス現代詩と造形芸術を研究する過程で、雑
誌『レフェメール』に寄稿した作家たちの多くが、パリという現代芸術の中心地から意図
的に離れて活動をしていたことの重要性を認識するに至った。パリがあらゆる意味で特権
的な場所であり続けたシュルレアリスムとは異なり、戦後フランス文芸における重要な作
家たちがパリという中心から離れ、パリとの緊張関係をひとつの創作条件としていた例は
枚挙に暇がない。しかし、そのような観点からの作家・作品研究は極めて少なかった。 
(2) その後、シュルレアリスム以降ではなく、モダン都市パリの成立したオスマン計画以後と
いうパースペクティヴで考えるほうが、すなわち、「モダニティ」の成立との関係からこ
の問題を考えるほうがより豊かな研究になることが予測された。 
(3) 地域に関しては、特に多くの作家たちが生活や創作の拠点とした「南仏」と、そこから少
し広げてイタリア、スペインを含む地中海世界に焦点を当てることにした。アンフォルメ
ル芸術のアントニ・タピエスや、シュルレアリスム運動に参加しそこから逸脱していった
ホアン・ミロ、サルバドール・ダリといったスペインの芸術家たち、そして、そうしたス
ペイン芸術から多くの着想を得たクロード・エステバンやジャック・デュパンといった詩
人の作品群を考えれば、また、モランディの静物画やイタリア・バロック芸術に傾倒した
イヴ・ボヌフォワやフィリップ・ジャコテの詩的営みを考えれば、さらには、地中海に面
するアンチーブの光に魅せられた画家ニコラ・ド・スタールとコートダジュールの風を詠
じた詩人ルネ・シャールの共同作業に目をやれば、南仏という一国の地域を超えて広がる
大きな地中海世界を複数の「モダニティ」を支える光源としても想定できると考えた。 

 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、歴史的に見て、長い間、世界の文芸の中心であった「モデルニテの首都」
パリを相対化するような、豊かな「南仏」の文学・芸術運動を複数の「モデルニテ」の可
能性として検討する。自然、光、伝統と向き合い、都市文化や資本の論理とは一線を画す
る形で発展した複数形の現代フランス文芸の特性を包括的に捉えることが本研究の目的で
ある。個別の作家や美術史・文学史にすでに名を残している既存の芸術運動を対象とする
のではなく、戦後フランスの文芸を南仏の自然や光、そして地中海文化を背景としたもう
ひとつの（あるいは、複数の異なる）「モデルニテ」の可能性として包括的に考察・検証
する。 

 
 
 
３．研究の方法 
 

すでに十分研究されてきた 19 世紀以降の文芸におけるパリの表象と、パリという場所
の特異性とをボードレールやゾラからシュルレアリスムにいたるまで再検討することから
出発し、シュルレアリスム運動から逸脱する作家・芸術家たち――シャール、ダリ、ミ
ロ、ミショーなど――、あるいはポスト・シュルレアリスムといえる作家・芸術家たち
――ジャコテ、デュブーシェ、アンフォルメルの画家たちなど――がパリとどのような距
離をとり、南仏や地中海に何を求めたのかを作品分析や現地での資料調査を通して検討す
る。さらに、パリで活動を続けながら、南仏をはじめとする地方やイタリア、スペインの



地中海世界の文芸から多くを汲み取った詩人たち――ボヌフォワ、エステバン、デュパン
など――が、パリ的な「モデルニテ」に対して、どのような「モデルニテ」を確立しよう
としたのかを当時の政治的・社会的状況との関係も考慮に入れながら検討する。上述の作
家たちが強い影響を受けたセザンヌ、マティス、ボナールなどの先行世代が南仏や地中海
の自然や光をどのように表象したのかを分析し、ニース派、シュポール／シュルファス、
フルクサスなどの南仏に拠点を置いたフランス現代美術の潮流を、現地での資料調査を行
いつつ、西欧美術史の中に位置づける。そして、以上の方法によって得られた成果を総括
し、従来の「モデルニテ」解釈の再検討を目指す。 
 
 
 
４．研究成果 
 

文献資料調査、海外・国内の連携研究者・研究協力者らとの研究会、サン＝ポール・
ド・ヴァンス、ビオット、ニース、グリニャンなど南仏の文学・芸術運動の拠点となった
村や街での調査、美術館訪問・芸術家訪問により、本研究ならでは成果を得ることができ
た。具体的には、フィリップ・ジャコテに関する研究発表（「〈声〉の密やかな交換：フ
ィリップ・ジャコテについて」、2016 年 3 月）、ジャコテ本人へのインタビューをもとに
して書いた論考（「果樹園を探して――フィリップ・ジャコテ訪問記」、2018 年 5 月）、
講演「ジャコメッティと詩人たち」などにより、「翻訳」と「散策」という営みによっ
て、南仏という文学的トポスが成立していることを明らかにした。また論考「ピエール・
ルヴェルディのノート」では、パリから北西部の街に隠遁し孤独のなかで文学的営みを続
けた作家が、逆説的にも、出身地である南仏の光を想起し続けるために、敢えて南仏を離
れたことを明らかにした。そこからルヴェルディに関わらず、多くの画家・作家が「南
仏」というトポスを一つのモダニティの「光源」としていたという仮説を立てることがで
き、この仮説からフランス現代美術について再検討を行った（論考「フランス現代アート
雑感」、2018 年 3 月）。その「南仏」をフランス近代文芸のひとつの「光源」としてとら
える観点は、「南仏」が「地中海」という豊かな文化圏に属していることを抜きに考えら
れない。レオパルディやモンターレらイタリアの詩人たちの作品分析も行いながら「地中
海」文化に関する理解を深めた。地中海沿岸の南仏都市で活動したGroupe Espace の建
築・芸術・文学の綜合的なユートピア構想は、高度に発達したパリのような都市では不可
能であり、「地中海」の物質的・文化的な豊かさを基盤にしたものだった。 
 本研究はヨーロッパ中心的な視点から「南仏」・「地中海」文化に取り組んできたが、
より包括的な研究を行うためには、少なくともマグレブ諸国の文化圏まで研究対象に含め
るべきだったというのが大きな反省点であるといえる。最終年度には、新たな研究協力者
とともにマグレブ文芸について取り組んだ上で、フランスその他ヨーロッパ諸国との交
流・接触・衝突について研究を行い、海外・国内の研究協力者に研究発表を行ったもらっ
たが、今後、この視点からさらなる研究を進めていく必要があるだろう。 
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